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投資有価証券評価損の発生及び通期連結業績の修正に関するお知らせ 

 

 

 平成 26年１月 31日に発表した平成 26年 12月期通期連結業績予想を修正することとしました

ので、お知らせいたします。また、第 4四半期におきまして投資有価証券評価損の発生がありま

したので、下記の通りお知らせいたします。 

  

記 

１．連結業績予想の修正について 

  平成 26年 12月期通期連結業績予想の修正（平成 26年１月１日～平成 26年 12月 31日） 

                                   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想   （Ａ） 3,775 63 36 26 
円 銭 

3.9 

今回修正予想   （Ｂ） 3,826 99 93 59 8.9 

増減額    （Ｂ－Ａ） 51 36 57 33 5.0 

増減率（％） 1.3 57.1 158.3 126.9 128.2 

（ご参考）前期実績 

（平成 25年 12月期） 
3,685 △69 △68 42 ― 

 

２．修正の理由 

 売上高について、UI/UX 事業において収益性の高いロイヤリティ収入が当第４四半期で増加する

見通しであります。営業費用につきましては、計画通り推移する見通しであります。これらの結果、

99百万円の営業利益となる見通しであります。経常利益につきましても同様の見通しであります。

当期純利益につきましては、当第４四半期会計期間において投資有価証券評価損 26百万円が追加

で発生いたしました。この結果、当期純利益は 59百万円となる見通しであります。 

 

３．投資有価証券評価損の発生について 

 当第４四半期会計期間において、当社グループの保有する投資有価証券２銘柄（未公開の普通

株式）について、減損処理による投資有価証券評価損 26百万円を特別損失として追加で計上い

たしました。 

 

以上 
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ご注意：上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出してお

ります。今後様々な要因により、実際の業績は予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
 


